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(57)【要約】
シリアルデータ通信システム(10)が、制御信号(18)に応
じたデューティサイクルを有するクロック信号(16)を発
生するように構成されたローカルクロック発生装置(12)
、及びシリアルデータ信号の受信に応じて上記制御信号
(18)を発生し、上記ローカルクロック発生装置(12)から
受信したクロック信号(16)から送信及び受信クロック信
号(20,21)を導出するように構成されたシリアルデータ
通信制御装置(14)を備えている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御信号に応じたデューティサイクルを有するクロック信号を発生するローカルクロッ
ク信号発生装置と；
　シリアルデータ信号の受信に応じて前記制御信号を発生し、前記ローカルクロック発生
装置から受信した前記クロック信号から送信クロック信号および受信クロック信号を導出
するように構成されたシリアルデータ通信制御装置と
を備えていることを特徴とするシリアルデータ通信システム。
【請求項２】
　前記ローカルクロック発生装置が、前記制御信号が第１状態を有する場合に第１デュー
ティサイクルを有する前記クロック信号を発生し、前記制御信号が第２状態を有する場合
に、前記第１デューティサイクルとは異なる第２デューティサイクルを有する前記クロッ
ク信号を発生するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のシリアルデー
タ通信システム。
【請求項３】
　前記シリアルデータ通信制御装置が、前記シリアルデータ信号を所定時間受信した後に
、前記ローカルクロック発生装置から受信した前記クロック信号から前記送信クロック信
号および前記受信クロック信号を導出するように構成されていることを特徴とする請求項
１に記載のシリアルデータ通信システム。
【請求項４】
　前記シリアルデータ通信制御装置が、前記制御信号がそれぞれの状態を有する際に、前
記クロック信号のパルスの負のエッジによってトリガされて前記受信クロック信号の負の
パルスを発生するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載のシリアルデー
タ通信システム。
【請求項５】
　RS２３２規格に従ってデータをシリアルに送信および受信するように構成されているこ
とを特徴とする請求項１に記載のシリアルデータ通信システム。
【請求項６】
　高周波ローカルクロック信号を発生する発振器と；
　制御信号に応じたデューティサイクルを有する高周波ローカルクロック信号からクロッ
ク信号を発生するように構成されたクロック発生回路と
を備えていることを特徴とするローカルクロック発生装置。
【請求項７】
　受信データ信号から、クロック信号の発生を制御するための制御信号を発生するように
構成された送受信クロック発生回路と； 
　シリアルデータ通信装置から受信したデータ、およびシリアルデータ通信装置に送信す
るデータを処理するデータ処理回路と
を備えていることを特徴とするシリアルデータ通信制御装置。
【請求項８】
　前記送受信クロック発生回路が、マルチプレクサを有する制御信号発生回路と、カウン
タを備えたマルチプレクサ制御回路とを備え、前記マルチプレクサは、前記受信データ信
号および一定値の信号を当該マルチプレクサの入力信号として受信し、前記マルチプレク
サ制御回路は、前記カウンタのカウント値に応じて、前記マルチプレクサの前記入力信号
のいずれかを前記マルチプレクサの出力に切り替え接続して前記制御信号とするように構
成されていることを特徴とする請求項７に記載のシリアルデータ通信装置。
【請求項９】
　ローカルクロック発生装置が、制御信号に応じたデューティサイクルを有するクロック
信号を発生するステップと；
　シリアルデータ通信制御装置が、シリアルデータ信号の受信に応じて前記制御信号を発
生し、前記ローカルクロック発生装置から受信した前記クロック信号から、送信クロック
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信号及び受信クロック信号を導出するステップと
を備えていることを特徴とするシリアルデータ通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（発明の分野）
　本発明は、シリアルデータ通信、特に非同期シリアルデータ通信に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
（発明の背景）
　シリアルデータ通信システムにおける本質的なコスト要因は、クロック信号を送受信す
るために必要なピンの本数である。他の重要なコスト基準は、シリアルデータ通信システ
ムの装置間の通信接続のクロック周波数である、というのは、クロック周波数がシステム
の電力消費を決定するからである。
【０００３】
　いくつかの装置を有するシリアルデータ通信システムは、ローカル（局所的）クロック
発生器または高周波クロック信号を用いて、必要な通信クロックをそこから導出すること
が多い。しかし、データを送受信するためにいくつかの異なる通信クロックを必要とする
場合には、この高周波クロック信号は、異なる通信クロックを導出することを可能にする
ために、最速の通信クロックの何倍もの周波数を有しなければならない。一般に、この周
波数は最速の通信クロックの２０～４０倍でなければならない。例えば５Mbaud（ボー）
の通信クロックについては、１００から２００MHzの周波数を有する高周波クロック信号
が必要になる。このような高周波数を複数のピンを通して導かなければならず、このこと
は非常に大量の電力消費を生じさせる。
【０００４】
　単一の装置を、データを送受信するための異なる通信クロック信号を発生するローカル
クロック発生器として設けることも可能である。この通信クロック信号はデータ通信装置
に導かれ、このデータ通信装置は、この通信クロック信号を用いて、他のデータ通信装置
に信号を送信し、他のデータ通信装置から信号を受信する。しかし、このことは、送信ク
ロック信号、受信クロック信号、および通信を制御する制御信号を導くために、ローカル
クロック発生器から各装置への少なくとも３本の接続線を必要とする。したがって配線が
複雑になる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
（発明の目的及び概要）
　本発明の目的は、前述した解決法よりも複雑でない配線を必要とするシリアルデータ通
信システムおよび方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明によるシリアルデータ通信システムによって次に規
定する特徴が提供され、即ち、本発明によるシリアルデータ通信システムは：
　制御信号に依存するデューティサイクルを有するクロック信号を発生するように構成さ
れたローカルクロック発生装置と；
　シリアルデータ信号の受信に応じて制御信号を発生し、上記ローカルクロック発生装置
から受信したクロック信号から送信及び受信クロック信号を導出するように構成されたシ
リアルデータ通信制御装置とを備えていることを特徴とする。
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明によるシリアルデータ通信方法によって次に規定す
る特徴が提供され、即ち、本発明によるシリアルデータ通信システムは：
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　ローカルクロック発生装置が、制御信号に依存したデューティサイクルを有するクロッ
ク信号を発生するステップと；
　シリアルデータ通信制御装置が　シリアルデータ信号の受信に応じて制御信号を発生し
、上記ローカルクロック発生装置から受信したクロック信号から送信及び受信クロック信
号を導出するステップとを備えている。
【０００８】
　本発明による特徴は、クロック信号を送信するために、ローカルクロック発生装置とシ
リアルデータ通信制御装置との間に単一のクロックライン（線）しか必要としないという
利点を提供する。したがって、これら２つの装置間の配線がより複雑でなくなる。さらに
、集積回路の場合には、シリアルデータ通信制御装置が、ローカルクロック発生装置が必
要とするクロック信号の発生を制御することができるので、システムの電力消費を増大さ
せて高周波クロック信号をピンやパッドを通して導かなければならないことがない。
【０００９】
　上記ローカルクロック発生装置は、上記制御信号が第１状態を有する場合に第１デュー
ティサイクルを有し、上記制御信号が第２状態を有する場合に、第１デューティサイクル
とは異なる第２デューティサイクルを有するクロック信号を発生するよう構成することが
できる。例えば、上記制御信号は、クロックの発生を制御するための論理値0および論理
値１の２つの状態を有する論理信号とすることができる。　
【００１０】
　信頼性のある動作のために、上記シリアルデータ通信制御装置は、シリアルデータ信号
を所定時間受信した後に、上記ローカルクロック発生装置から受信したクロック信号から
送信及び受信クロック信号を導出するよう構成することができる。この所定時間は、受信
したデータ信号に含まれる妨害信号をフィルターで除去するためのフィルターとして働く
。妨害信号は通常非常に短く、即ち、この所定時間よりずっと短いので、これらの妨害信
号は受信および送信クロック信号の導出に影響し得ない。
【００１１】
　本発明の好適例では、上記シリアルデータ通信制御装置は、上記制御信号がそれぞれの
状態を有する際に、上記クロック信号パルスの負の（立下り）エッジによってトリガされ
て上記受信クロック信号のパルスを発生するように構成されている。
【００１２】
　本発明の好適例では、上記システムが、RS232規格に従ってデータをシリアルで送受信
するよう構成されている。
【００１３】
　他の態様によれば、本発明は、本発明によるシステムとともに使用されるローカルクロ
ック発生装置に関するものであり、このローカルクロック発生装置は、ローカル高周波ク
ロック信号を発生するための発振器、およびこのローカル高周波クロック信号から、制御
信号に応じたデューティサイクルを有するクロック信号を発生するように構成されたクロ
ック発生回路を備えている。この装置は例えば独立した装置として、あるいは本発明によ
るシリアルデータ通信システムを備えた集積回路内に実現することができる。　　
【００１４】
　さらに他の態様によれば、本発明は、本発明によるシステムまたは装置とともに使用さ
れるシリアルデータ通信制御装置に関するものであり、このシリアルデータ通信装置は、
受信データ信号からクロック信号の発生を制御するための制御信号を発生するよう構成さ
れた送受信クロック発生回路、およびシリアルデータ通信装置から受信したデータ及びシ
リアルデータ通信装置に送信されるデータを処理するデータ処理回路を備えている。
【００１５】
　一好適例では、上記送受信クロック発生回路が、マルチプレクサ（多重器）を有する制
御信号発生回路、及びカウンタを備えたマルチプレクサ制御回路を備え、上記マルチプレ
クサは、受信データ信号および一定値の信号をその入力側で受信し、上記マルチプレクサ
制御回路は、カウンタのカウント値に応じてマルチプレクサの入力信号のいずれかをマル
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チプレクサの出力に切り替え接続して制御信号とするように構成されている。
【００１６】
　本発明の上述した態様および他の態様は、以下に記載する好適な実施例より明らかにな
り、これらの実施例を参照しながら説明する。
　以下、本発明を、好適な実施例を参照しながらより詳細に説明する。しかし、本発明は
この好適な実施例に限定されない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　図１に、シリアルデータ通信システム10の概略的な回路ブロック図を示し、シリアルデ
ータ通信システム10は、ローカルクロック発生装置12（図１では装置Ａとも表す）および
シリアルデータ通信制御装置14（図１では装置Bとも表す）を備えている。例えば非同期
マイクロプロセッサによって実現される装置Ｂ 14は、シリアル通信リンク24上で他の装
置Ｃ 22（例えばパーソナルコンピュータPC）と通信する。装置Ｂ 14と装置Ｃ 22とは、
シリアル通信リンク24上で高いデータレートでシリアルにデータを送信及び受信すること
ができ、シリアル通信リンク24は例えばRS232規格に基づくものとすることができる。し
かし、本発明はRS232に基づくシリアル通信リンクに限定されず、個別のクロックライン
が指定されていないすべての非同期シリアル通信リンクに適用することができる。
【００１８】
　ローカルクロック発生装置14は例えば、13.56ＭＨｚ水晶発振器26を有して非常に正確
かつ安定した高周波ローカルクロック信号28を発生するNFC装置とすることができる。こ
の高周波ローカルクロック信号28はクロック発生回路30に供給され、クロック発生回路30
は、シリアルデータ通信制御装置14から受信した制御信号IDLE 18の状態に応じたデュー
ティサイクルを有するクロック信号CLK 16を発生する。クロック信号CLK 16は、シリアル
データ通信制御装置14では、装置Ｃ 22から受信したシリアルデータ信号に含まれるデー
タをサンプリングするための受信クロック信号CLK_RX 20を導出するために使用される。
さらに、クロック信号CLK 16は、連続データ通信制御装置14でも、送信クロック信号CLK_
TX 21を発生する基礎として使用される。
【００１９】
　シリアルデータ通信制御装置14は、送受信クロック発生回路32を備え、送受信クロック
発生回路32は、受信データ信号RX ３4から制御信号IDLE 18を発生するように設計され、
これについては後に詳細に説明する。さらに、送受信クロック発生回路32は、受信クロッ
ク信号CLK_RX 20および送信クロック信号CLK_TX 21を、共にクロック信号CLK 16から導出
することによって発生するように設計されている。装置Ｂ 14は、装置Ｃから受信したデ
ータおよび装置Ｃ 22に送信するデータを処理するデータ処理回路36も備えている。
【００２０】
　図２に、受信データ信号RX 34から制御信号IDLE 18を発生する回路を示す。この回路は
、受信データ信号RX_34および論理値0を入力側で受信するマルチプレクサ38を備えている
。マルチプレクサ38は、カウンタ42およびコンパレータ（比較器）44によって発生される
マルチプレクサ制御信号40に応じて、その入力の一方をその出力に切り替え接続する。カ
ウント値が０である場合には、コンパレータ44は、受信データ信号RX 34がマルチプレク
サの出力に切り替え接続されるようなマルチプレクサ制御信号40を発生する。従って、制
御信号IDLE 18は受信データ信号RX 34となる。カウント値が0でない場合には、コンパレ
ータ44は、論理値0がマルチプレクサの出力に切り替え接続されるようなマルチプレクサ
制御信号40を発生する。従って、制御信号IDLE 18は論理値0となる。
【００２１】
　図３に、シリアルデータ通信システム10の信号の経過をタイミング図の形で示す。以下
では、図１に示すシステム10の機能を、図３に示す信号の経過に関係付けて詳細に説明す
る。このタイミング図は、クロック信号CLK、送信クロック信号CLK_TX、受信クロック信
号CLK_RX、およびローカルクロック発生装置12によって発生されるクロック信号CLKを制
御するための制御信号IDLEを示す。信号の経過はRS232規格のプロトコルに対応する。
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【００２２】
　装置Ｂ 14と装置Ｃ 22との間のシリアル通信のために、通信装置14および22は次の宣言
文を満足しなければならない。　
　a) 両方の装置が同じ周波数でシリアルデータを送信する、すなわち、一方の装置の送
信クロック信号CLK_TXは他方の装置の受信クロック信号CLK_RXに等しくなければならない
。 
　b) 両方の装置間のシリアル通信は、スタートビットのような初期化信号によって初期
化され、この初期化信号は、シリアルデータが送信装置から受信装置に送信されることを
受信装置に信号通知する。
　ｃ）初期化信号後に、所定数のデータビット、例えば8または2ビットが送信され、この
所定数のデータビット後に、ストップビットがシリアルデータ通信の終了を信号通知する
。
【００２３】
　図３のタイミング図には、各々が４ビット（１つのスタートビット、２つのデータビッ
ト、及び１つのストップビット）から成る２つのデータストリームのシリアル伝送を示す
。
R232規格によれば、スタートビットは論理値0であり、ストップビットは論理値1である。
タイミング図は時刻t0から始まる。装置Ｃ 22から装置Ｂ 14にデータが送信されないので
、装置Ｂ 14では受信データ信号RX 34が論理値1である。受信データ信号RX 34はマルチプ
レクサ38によって切り替え接続されて制御信号IDLE 18になる（図２参照）。ローカルク
ロック発生装置12は、約50％の所定デューティサイクルを有するクロック信号CLK 16を発
生する。クロック信号CLK16のクロック周波数は　時刻t3から時刻t1を減じた時間分のビ
ット長によって規定され、時刻t2から時間t1を減じた時間分のデューティサイクルを有す
る。クロック信号CLK 16の各々の正の（立ち上がり）エッジは、時刻t1、t3、等で送受信
クロック発生回路32をトリガして、送信クロック信号CLK_TX 21のパルスを発生させる。
シリアルデータを受信しない限り、送受信クロック発生回路32は論理値0を受信クロック
信号CLK_RX 20として出力する。
【００２４】
　時刻t4では、装置Ｂ 14は装置Ｃ 22からの信号を受信し、この信号はシリアルデータ通
信のスタートビットであり得る。この信号を受信すると、制御信号IDLE 18は送受信クロ
ック発生回路32によって論理値１から論理値0に切り替えられる。クロック発生装置12は
特定期間だけ待機し、この期間後に、制御信号IDLE 18がまだ（時刻t5において）論理値0
であるか否かをチェックする。この特定期間は、受信した信号をシリアルデータ伝送のス
タートビットとして解釈するために必要なビット長に相当する。なお、この特定期間は、
ビット長の半分より長くも短くもすることができる。しかし、装置Ｃ 22から受信した信
号に含まれる一般的な妨害信号の時間長よりは長くすべきであり、これについては後に詳
細に説明する。
【００２５】
　上記特定期間後に、ローカルクロック発生装置Ａ 12は　制御信号IDLE 18をシリアルデ
ータを受信するためのスタートビットとして解釈して、クロック信号CLK 16の負の（立下
り）エッジを発生する（クロック信号CLK 16は時刻t 5で論理値1であるものと仮定する）
。この負のエッジは送受信クロック発生回路32をトリガして、受信したシリアルデータRX
をサンプリングするための受信クロック信号CLK_RXのサンプリングパルスを発生させる。
同時に、送受信クロック発生回路32は、カウンタ42（図２参照）を始動させて、シリアル
通信の所定データビットの期間をカウントダウンする。図３のタイミング図では、この期
間はデータの３ビットに等しい。
【００２６】
　カウンタ42がカウントダウンしている限り、マルチプレクサ制御信号40は論理値0をマ
ルチプレクサ38の出力に切り替え接続し、これにより、制御信号IDLE 18は、シリアル伝
送のデータビットの所定期間中論理値0に留まる。この期間中、送受信クロック発生回路3
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2は、受信クロック信号CLK_RXの時刻t5、t7、t8、t9においてサンプリングパルスを発生
する。このサンプリングパルスによって、受信したシリアルデータは時刻t5、t7、t8、t9
でサンプリングされる。
【００２７】
　時刻t9では、カウンタ42のカウント値は0であり、従って、マルチプレクサ38は、受信
したシリアルデータRXをその出力に切り替え接続し、これにより、制御信号IDLE 18は受
信したシリアルデータRXになる。RS232規格によれば、シリアルデータが送信されていな
い際に受信されるシリアルデータは論理値1であるので、制御信号IDLE 18も論理0から論
理1に切り替え復帰する。このことは、ローカルクロック発生回路12に、約50%のデューテ
ィサイクルを有するクロック信号CLK 16を再び発生させ、この時刻をt10で参照する。制
御信号IDLE 18は論理値1であるので、送受信クロック発生回路32は、論理値0を、クロッ
ク信号CLK 16から導出した受信クロック信号CLK_RX 20として再び出力する。
【００２８】
　時刻t11とt12との間は、受信したシリアルデータ信号RXは妨害パルスを含み、これらの
妨害パルスは制御信号IDLE 18中にも生じる。しかし、これらの妨害パルスはある期間の
半分より短く、従って装置Ａ 12および装置Ｂ 14によってシリアルデータ送信のスタート
ビットとして解釈されない。時刻t13では、制御信号IDLE 18の負のエッジが発生し、　制
御信号IDLE 18は特定期間中論理値0に留まり、この特定期間は、クロック発生装置12に、
制御信号IDLE 18をシリアルデータを受信するためのスタートビットとして解釈させて、
時刻t14でクロック信号CLK 16の負のエッジを再び発生させる（クロック信号CLK 16は時
刻t14で論理値1であるものと仮定する）ために必要な期間である。この負のエッジは、送
受信クロック発生回路32をトリガして、受信したシリアルデータRXをサンプリングするた
めの受信クロック信号CLK_RXのサンプリングパルスを発生させる。また同時に、送受信ク
ロック発生回路32はカウンタ42（図２参照）を始動させて、シリアル伝送の所定データビ
ットの期間中カウントダウンさせて、受信したシリアルデータRXから所定数のビットをサ
ンプリングする。
【００２９】
　本発明によれば、装置Ｂ 14は、データを受信または送信する際、及びデータを処理し
なければならない際のみに電力を消費する。また、装置Ｂ 14が、より複雑な信号によっ
て、例えば所定の制御プロトコルによって、さらにはコマンドによって装置Ａ 12を制御
することも可能である。これらのコマンドは、装置Ｂ 14から装置Ａ 12にシリアルに送信
することができ、あるいはパラレル（並列的）に送信することもできるが、このことは２
本以上の制御接続線を必要とする。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明によるシリアルデータ通信システムの概略回路ブロック図である。
【図２】本発明によるローカルクロック発生装置によって発生されるクロック信号のデュ
ーティサイクルを制御するための制御信号を発生する回路の具体例を示す図である。
【図３】図１のデータ通信システムにおいて発生される異なる信号を有するタイミング図
である。
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